第　10　分　科　会

	タイトル
	公共交通は誰のもの？　みんなのもの!!

	推進委員
	座　長：松　前　夏　織（神奈川県本部）
　　　：加　藤　幸　一（埼玉県本部）
　　　：金　木　正　典（千葉県本部）

　　　：後　藤　真　彦（山梨県本部）

　　　：手　塚　孝　洋（栃木県本部）

	本部推進委員
	國　眼　恵　三（交通政策局長）

	担当書記
	角　本　健　吾（総合組織局）


	項　　目
	内　　　　　容

	テ　ー　マ
	公共交通の役割を考え、地域における共生の取り組みについて考える。交通政策基本計画や関連法の改正により、地域の公共交通に関するマスタープランづくりで、自治体の役割、責任が明確となった。この枠組を活用し、既に実践されている先進的な事例を考察する。また、2015年12月に開通した地下鉄東西線のフィールドワークを行い、これからの公共交通のあり方について考える。

	宮城自治研で
取り上げる

自治研的課題
	①　地域公共交通が果たすべき役割と課題について考える

②　だれもが利用しやすい地域公共交通をどのように維持し構築していくか

	課題解決にむけた

先進的活動
	①　多様な関係者（住民等）の合意に基づく地域公共交通の再編事例（成功例or失敗例）

②　利用者目線で交通弱者対策に取り組んでいる事例


	項　　目
	内　　　　　容

	タイムスケジュールと
企画内容
	＜午前＞

９：00　　開　　会
９：05　　講演「持続可能な『みんなの地域公共交通』の実現をめざして
　　　　　　　　～現状と課題を踏まえ、先進的取り組みに学ぶ～」
　　　　　　　　　嶋田　暁文（九州大学・大学院法学研究院・准教授）
10：15　　質　　疑

10：25　　休　　憩

10：35　　レポート報告
　　　　　①　「持続可能な地域公共交通をめざして
　　　　　　　　 ― 『人』と『まち』・『暮らし』をつなぐ ― 」
　　　　　　　　　宮城県本部　大崎市職労　中川　早苗
　　　　　②　「移動をささえる　いのちをささえる
　　　　　　　　～災害から見えてくる“平時”の備え～」
　　　　　　　　　特定非営利活動法人　移動支援Rera　村島　弘子
11：15　　質　　疑

12：00　　午前閉会
＜午後＞13：00（予定）～
○地下鉄東西線フィールドワーク

（駅舎等、車両基地ほか）

●　チェックシートをもとに公共交通のあり方について考える
16：00（終了予定）

	助　言　者

要請レポート・報告
	＜助言者＞

　九州大学准教授　嶋田　暁文
＜要請レポート・報告＞

交通弱者対策の先進的な取り組み事例

地域公共交通の再編事例

地域の特徴や利用者の利便性などをコンセプトに設計された駅の紹介

地域公共交通事情

	こんな人に
来てほしい！
	●　自治体の公共交通政策担当者

●　都市交の組合員

●　地域公共交通の再編に取り組んだ交通事業者
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